は 昨今 五十 円ず つ 足 を 出して、 それ は 赤字と なって い 

る ことが 報告され ていた。 私たち は みんな 自分の 実際 

で そのこと は 知っている。 だから、 それさえ も 半額と 

きくと、 無関心で ない の だと 思う。 

段々 民間に も その 方法 を 試みる と 語られて いて、 そ 

の 方法が ひろく 行われれば 行われる ほど 家庭 はどう 

やって ゆく のだろう という 思いが ひろがる ので はな か 

ろうかと 思った。 民間の いろいろの 業者. 経営者に 

とって、 月給 は ともかく 現金で は 半額 だけ 手 わたせば 

いいと いう こと は、 不便な 方法で はなかろう。 悪質の 

支払 主 は、 そこに 相当の 才覚と 無恥と を くりひろげる 



小さな こんな ことで も、 今日の 青年の 我知らず 吐露 

している 心理と して そ， J に 注目す るべ き 何 かが ある。 

日本の 家庭の 中に 根づ よい 男の 威張り や 主張の 癖に 対 

して、 こういう 今日の 若い 人の 心理 は、 事実上 決して 

ょリ 新しく 寛闊な 家庭生活の 習俗 を 生み出して ゆく モ 

メント と はならない ので ある。 

菓子 を 食べる にしろ、 店の 飾 窓に 大きい パイが 並ん 

でいて 家へ みんなの 土産に したいと 思えば、 店で 食べ 

る だけなら 売る というの が 近頃の 風俗で ある。 しかた 

がない から 彼 は そこで 一 人で 食べて しまう だろう。 家 

庭で は 母 を 先頭と しての 女性た ちが、 毎日 苦心して 台 



る。 家庭に おける 明日の 価値の 創り てと しての 若い 男 

女 は 結婚 や 家庭生活 に対して 前に 向った それぞれの 顔 

を そらして、 後ず さりして しま つ て はならない と 思う _ 

在る 問題 を 自分の 心に 向っても はぐら かして はいけ な 

いと 思う。 

二 九 四 一 年 五月〕 
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